
現地実証展示圃成績（令和２年度） 

担当機関名、 

 部・室名  

岡山県備前県民局農林水産事業部 備前広域農業普及指導センター 

 

実施期間 令和２年度～令和３年度、新規 

大課題名  Ⅴ 情報処理等先端技術の活用による高生産システムの確立  

課題名 リモートセンシングデータ・収量マッピングデータを活用した可変

施肥機能の評価  

目 的 
米麦経営の大型農家を対象に水稲作におけるリモートセンシング

と可変施肥についての効果を検証した。その際、各種スマート農機

を使用し、省力化や収量改善効果について検討し、大型経営体にお

ける高生産システムの確立を図った。 

担当者名 岡山県 備前広域農業普及指導センター副参事 大久保 美和 

１．実証場所  

 岡山市南区内尾、川張、北七区の３ほ場  

２．実証方法  

水稲の幼穂形成期にドローンによるリモートセンシングを行い、そのデータを基に無人ヘリコプタ

ーを用いた可変追肥を実施し、増収効果や経済性、肥料コストの削減等について検討した。その際、

基肥は可変施肥機能付き乗用田植機や可変施肥ブロードキャスターでの基肥散布を行い、作業性の検

証を行った。前年の実証では可変施肥の効果が判然としなかったため、作付け前の可給態窒素や植物

体の窒素吸収量なども考慮して検証を行った。 

また自動操舵トラクターの作業性についても検証した。  

(1) 供試機械名 

① 可変ブロードキャスター  

② 可変施肥機能付き乗用田植え機  

③ リモートセンシングドローン  

④ 可変施肥対応無人ヘリコプター  

⑤ 自動操舵トラクター 

(2) 実証条件 

ア．圃場条件 

地 区 川 張 内 尾 北七区 

面 積 32a 46a 58a 

品 種 朝 日 山田錦 アケボノ 

基肥の施肥機械 ブロードキャスター ブロードキャスター 田植機（側条） 

※土質はすべて埴壌土（児島湾干拓地）  

イ．栽培等の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ウ．実証スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．実証結果 

・昨年のセンシングデータを基に、基肥からの可変施肥に取り組んだ結果、概ね設定通りの施用量と

なった。作業精度は内尾地区と川張地区で行ったブロードキャスターの作業軌跡を確認すると、ガ

イダンスに従って作業を行った内尾地区は精度に欠けたため、川張地区は目視による作業を行った。

内尾地区の作業工程の間隔が開いてしまった原因は判然としなかった(表１、図１、図２)。 

・生育調査結果から草丈、茎数、葉色をみると可変施肥と慣行施肥に一定の関係性はみられなかった

（図３、４、５）。 

・表２から、可変施肥を行うことが肥料コストの低減にはつながっていない。また同様に、可変施肥を

行うことが収量の向上にはつながっていない。同一地区内で施肥前の土壌の可給態窒素収量の関係

性をみると、可給態窒素が高い区の収量が高くなる傾向があった。 

・追肥前に植物体の窒素吸収量を調べた表３から、生育前半の窒素吸収量が判断できる。北七区を除

いて、基肥に可変施肥を行った区の方が調査地点間のばらつきが小さくなった。 

・表４からほ場内の NDVI 値のばらつきを見ると 8/18 の撮影結果から、基肥の可変施肥を行った区は

慣行区よりほ場内の NDVI 値のばらつきが小さかった。また追肥を可変施肥で行った区についても、

追肥後の 9/1 の撮影結果から慣行区よりほ場内の NDVI 値のばらつきが小さくなった。 

・自動操舵トラクターについては、各地区とも作業に慣れた農業者であったため、作業時間はほぼ同

様（表５)であったが、作業の心労軽減につながるとのコメントがあった。 

４．各種データ 

（１）施肥概要 

表１ 各区の肥培概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （２）ブロードキャストの作業軌跡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）生育等の調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ 川張可変施肥区の作業軌跡 図２ 内尾可変施肥区の作業軌跡  

図３ 川張地区における生育の推移  図４ 内尾地区における生育の推移  

図５ 北七区地区における生育の推移  



（４）収量性の検討 

表２ 収量性の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）植物体の窒素吸収量の測定 

表３ 植物体の窒素吸収量   調査日:8 月 20 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）追肥前と追肥後の NDVI 値の推移 

表４ ほ場内の NDVI 値とばらつき                     

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

  

 （７）自動操舵トラクターの作業性の検討  

 表５ 自動操舵(直線アシスト)トラクターと既存トラクターによる作業時間比較  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ただし慣行区は同地区内の別ほ場での測定による  



 

５．経営評価 

・可変施肥による顕著な増収効果は認められず、可変による作業時間も変わらなかった。またコスト

削減等の経済的な効果にはつながらなかった。  

・自動操舵トラクターは作業者の心労の軽減につながり、また初心者でも作業性の向上が期待できる。

導入経費が 270 万円とすると(業者聞き取りによる)、100ha 規模の経営体だと 2,700 円/10a の経費

の上乗せとなる。経営規模や人件費などを考慮した導入の検討が必要である。 

 

６．利用機械評価 

 ・ブロードキャスターによる基肥散布作業で、GPS 測位データの精度の問題か、ガイダンスの表示に

よる問題かは明らかではないが、散布経路がずれることがあった。 

  

７．成果の普及 

 ・当地の農業協同組合が NDVI 値を測定するドローンを導入したため、今後本年度の結果も参考にし

ながら、その活用法を検討していく。 

 

８．考察 

 ・可変施肥によって、収量の向上や肥料コストの削減を期待するのでなく、ほ場内の地力の違いによ

る生育ムラを修正するための技術として効果があると期待できる。 

・大規模経営体では畦畔除去によるほ場の大型化にともない地力ムラが発生しやすく,ほ場整備後の

肥培管理には苦慮している。可変施肥を実施したことで、NDVI 値のばらつきが小さくなったこと

から、畦畔除去による区画拡大後の地力の把握と肥培管理の改善策として活用できる。 

 

９．問題点と次年度の計画 

（１）NDVI 値を活用した追肥指導 

 ・事業で取り組んだほ場以外でも検証したが、地力の高いほ場では可変施肥により生育を均一にす

ることはできたものの、収量の向上につながらなかったが、地力の低い砂壌土のほ場であれば NDVI

値の結果を基に追肥した結果、収量が向上する傾向があることから、今後、土質の確認と併せて現

場で活用する。 

（２）NDVI 値の新たな活用法の検証 

 ・収穫期判断に活用できるか検証する。  

 

１０．参考写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

埴壌土から軽埴土に属する実証ほ場      可変施肥ブロードキャスター  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ラジヘリによる可変追肥        リモートセンシング中の実証ほ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


